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　 演習

該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【専攻】生命科学，食品科学，食料生産および環境の保全と修 森林資源管理にかかる体系的な基礎学力・実践的技術力・研究
復などの分野における幅広い体系的な基礎学力と実践的技術力 開発能力を修得している。
とともに高い研究開発能力を修得している。

⇔

【専攻】農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的 森林資源管理にかかる体系的な基礎学力・実践的技術力・研究
思考力を有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバル 開発能力を修得している。
な情報発信能力を有する。

⇔

授業の概要 森林資源管理に関する学士までの研究をより深め、自律的に実行する。

Contents: Studies on forest resource management in various scales.

授業計画 1. 森林資源管理に関連する課題の再確認
2. 自らの研究(学士)の位置づけの整理
3. 成果のまとめ、意義の確認、改善点の精査
4. 国内の関連研究の整理・紹介
5. 海外の関連研究の整理・紹介
6. 研究・調査計画の立案
7. 予備調査
8. 研究計画の修正
9. 本調査
10.データの精査・再測
11.予備分析
12.追加調査
13.本分析
14.修士論文の作成
15.研究発表

成績評価の方法 研究の実行状況により総合的に評価する。

成績評価の基準 秀：授業の達成目標水準から見て卓越している。（90点以上）
優：授業の達成目標水準よりかなり上にある。（80～89点）
良：授業の達成目標水準よりやや上にある。（70～79点）
可：授業の達成目標水準にある。（60～69点）
不可： 授業の達成目標水準にない。（59点以下）

事前事後学習の
内容

事前学習: 自らの今までの研究を振り返り、成果や意義、改良点について考えを深めておくこと。
事後学習: 随時、調査研究の計画・実行・分析・改良を進めること。

履修上の注意 同じ研究室の他のメンバーや、他の研究室の調査等にも積極的に参加すること。

質問,相談への対
応

ゼミ室またはB棟203号室にて受け付ける。

学生へのメッセ
ージ

研究者としての自覚をもって取り組むこと。

【教科書】 指定しない。

【参考書】 随時紹介する。


